
JICA-Net説明会

2008年4月

社会開発部 JICA-Netチーム



本日の内容

1. JICA-Netについて
①マルチメディア教材

②遠隔技術協力

③ライブラリ

2. JICA-Netの活用方法と注意点
ボランティア活動におけるJICA-Netの活用例



１．JICA-Netについて



JICA-Net事業①

マルチメディア教材
デジタル教材の作成・配布

（CD, DVD／日本語・英語・西語・仏語、その他）





伝えよう、あなたの想いを ～開発教育のススメ～

緒方理事長記者会見「JICA改革プラン発表」

ナマステ体操

言語別技術用語集 (理数系教育用語、IT英語、シンハラ語)

語学事前学習資料音声データ
（ベンガル語、インドネシア語、マレー語、

ポルトガル語、ベトナム語、フランス語、ロシア語、

キルギス語、ウズベク語、ベンガル語、シンハラ語、

ネパール語、ウルドゥー語、クメール語、タイ語、

モンゴル語、アラビア語、エジプト方言、アラビア語、

スワヒリ語、フランス語）

平成17～19年度に作成した教材は各在外事務所で保有しています。

また、webサイト上からも視聴、複製を依頼できます。



JICA-Net事業②

遠隔技術協力
テレビ会議装置とネットワークを利用した

「テレビ会議」や「遠隔講義・セミナー」の実施

日本や他地域と現地を映像・音声で結ぶことができます



接続の形態

• 日本 ー 在外 ／ 在外 ー 在外

• 1対1 ／ 多地点接続

日本 – 在外

域内間

在外 – 在外

接続形態

南南協力

１対１接続

多地点接続日本 － 域内
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北・中南米地域

太平洋地域

アジア地域

アフリカ地域

中東欧州地域 日本

60カ国•ウガンダ事務所
•エチオピア事務所
•ガーナ事務所
•ケニア事務所
•ザンビア事務所
•セネガル事務所
•タンザニア事務所
•ナイジェリア事務所
•ニジェール事務所
•ブルキナファソ事務所
•マダガスカル事務所
•マラウイ事務所
•南アフリカ事務所
•モザンビーク事務所

アフリカ地域

•バルカン事務所
•フランス事務所

欧州地域

•アフガニスタン事務所
•イラン事務所
•エジプト事務所
•シリア事務所
•チュニジア事務所
•トルコ事務所
•パレスチナ事務所*
•モロッコ事務所
•ヨルダン事務所

中東地域

•インドネシア事務所*
•カンボジア事務所*
•タイ事務所
•フィリピン事務所*
•ベトナム事務所
•マレーシア事務所*
•ラオス事務所

•インド事務所
•ウズベキスタン事務所
•キルギス事務所
•スリランカ事務所
•ネパール事務所
•パキスタン事務所
•バングラデシュ事務所
•モンゴル事務所
•中華人民共和国事務所

アジア１地域

アジア２地域

•JICA本部（新宿）*
•国際協力総合研修所*
•JICA地球ひろば*
•JICA札幌
•JICA帯広
•JICA筑波
•JICA東京
•JICA横浜
•JICA中部（名古屋）
•JICA大阪
•JICA兵庫（神戸）
•JICA中国（東広島）
•JICA九州（北九州）
•JICA沖縄（浦添）
•JICA二本松
•JICA駒ヶ根
•JICA東北（仙台）
•JICA北陸（金沢）
•JICA四国（高松）

日本国内

•フィジー事務所
•パプアニューギニア事務所

太平洋地域

•アメリカ合衆国事務所
•アルゼンチン事務所
•エルサルバドル事務所
•グアテマラ事務所
•コスタリカ事務所
•コロンビア事務所
•チリ事務所
•ドミニカ共和国事務所
•ニカラグア事務所
•パナマ事務所
•パラグアイ事務所
•ブラジル事務所*
•ペルー事務所
•ボリビア事務所
•ホンジュラス事務所
•メキシコ事務所

北・中南米地域

*は複数拠点あり

拠点分布



遠隔技術協力の接続範囲

ISDN回線

インターネット

衛星

フィールドオフィス、
プロジェクトサイト他

②途上国の現場

ＩＳＤＮ回線

インターネット

小・中学校、他

（機材貸出可能）

④日本国内

ＩＳＤＮ回線or

衛星

インターネット

世銀ＧＤＬＮ
文科省SCS
民間レンタル施設

③他機関

専用線or

ＩＳＤＮ回線

インターネット

ＪＩＣＡ本部
在外事務所
国内機関

①JICA-Net拠点

回線種類拠 点利用方法



１．コンテンツの蓄積・閲覧

①マルチメディア教材

②遠隔技術協力の講義・セミナー内容

２．各種申請
①教材の複製

②TV会議室の予約

③遠隔講義・セミナーの配信

JICA-Net事業③

JICA-Netライブラリ
http://www.jica-net.com/



JICA-Netコンテンツ

（遠隔講義セミナー・マルチメディア教材）

1. 教育 57件

2. 保健医療 30件

3. 水資源 20件

4. ガバナンス 47件

5. 平和構築 2件

6. 社会保障 14件

7. 運輸交通 18件

8. 情報通信技術 78件

9. エネルギー・鉱業 38件

10. 経済政策 46件

11. 民間セクター開発 148件

12. 農業開発/農村開発 27件

13. 自然環境保全 49件
14. 水産 2件
15. ジェンダー主流化 12件
16. 都市開発・地域開発 56件
17. 貧困削減 7件
18. 環境管理 40件
19. 援助アプローチ/戦略 25件
20. 評価 7件
21. 南南協力 4件
22. 市民参加 19件
23. 日本語教育 7件
24. その他 101件

（2007年12月現在）

注意：重複コンテンツあり



２． JICA-Netの活用方法と注意点



赴任前 赴任中

活動プロセス上の活用

プロセス毎の活用方法

【遠隔技術協力】

・任国と日本の生徒を繋ぐ学校交流

・日本の関係者(JICA技術顧問など)や他国に赴任中の同

職種の隊員などとの報告会、情報共有

【MM教材】

・語学等自己学習

【MM教材】

・語学等自己学習

・CP、生徒に対して教材を

使用して指導、学習





利用上の注意点①

ライブラリのコンテンツ
JICA-Netライブラリには著作権・肖像権等の関係で、
JICA内部でのみ利用が可能なものがあります。利用の際

には配布等に問題がないか確認願います。

・一般向けライブラリのものは自由にご利用いただけます

・著作権等の範囲は教材により違います。

複製の依頼を出す際にどのような目的に使用するのか明

確に記入して下さい。こちらで可否を判断します。

ご利用の際に不明な点がありましたら、JICA-Netホーム
ページにて、もしくはJICA-Netチームに連絡して確認を

取った上でご利用下さい。



利用上の注意点②

テレビ会議の利用申請
１．テレビ会議装置は各在外事務所に設置されています。

利用の際には事務所の許可を取った上で予約・利用して
ください。

２．学校交流などで、任国と日本や他国をテレビ会議で
繋ぐ場合、以下の条件をクリアする必要があります。実
現可能性を十分に検討した上で実施を決めて下さい。

・任国の事務所の了承・協力が不可欠

・接続先の日本や他国に協力者がいること

・実施準備に時間がかかる（2,3ヶ月目安）

・費用はどこが負担するか



ありがとうございました


